ありんこの里をつくる会　事務局会議　議事録

日時：2005/11/18(金)19：00～

場所：中央福祉センター　

出席：望月正、安本、寺岡、小林洋、松島

1． チャリティー音楽祭

· 文書確認

· 印刷計画

· 原稿のOKが出たら親の会にお願いしてろう学校で印刷してもらう。

· 用紙は事務所にあるのを使用。

· 進行状況

· チケットとポスター作成は12月1日に平良先生が静岡に来てくださるのでその時に原稿はできあがる予定。

· 印刷についても浜松の協力を得るが平良先生と確認して12月中から販売を開始したい。

２．「まあぶる」とのやりとりについて

· 安本さんが「まあぶる」の望月さんの連絡先を知っていたため、親の会が直接、連絡をして今後どうしていったらよいのかを話し合い進める。

· 作業所「リーブ」のお母さんたちに運動の立ち上げから現在に至るまでの動きや思いを聞かせてもらえたら・・・という気持ちを持ってる。

· 連絡を取り合う中で、定例会に一度来ていただいてミニ講演（？）をしてもらうか先にこちらから伺うか、など決める。

３．バザーについて

· 在庫管理

· ここのところバザーが続けてあり、商品の協力もたくさんいただいている状態でなかなか在庫管理が追いつかず、できれば１回１回きちんと行いたいができないのが現状。

· 出入金はきちんと管理できているので今、できる範囲で在庫管理をする、ということで了解してもらいたい。

· 行事参加

· ろうあ婦人の集いにバザーをするために参加するのだが、一人3000円の参加費を払う、ということが条件である。

· 行事によっても参加方法はまちまちでありんことしての考えとろう協や行事を主催する側の考えを一度、話し合いたいと思う。

· 12月3日（土）のろう重複連絡会でみみの里やまつぼっくりさんの状況を聞いて意見をまとめてろう協へと出すようにする。

４．ろう重複家族連絡会

· 参加費用について

· 親の会参加は初めは一泊の予定だったが日帰りのなったので、参加費補助をどうするか？

· 10,000円を半額の5,000円とする。

· ただし、改めてこれから研修会などへの参加費補助をどうするか、検討する。

· 一泊した木村さんに関してはそのまま10,000円とする。

５．手話教室

· 毎回、運営委員会（10時開始）が開かれる時、親の会は9時から集まっているので、できれば30分くらいでよいので手話教室をやってもらい、手話を学びたい。

· 運営委員会で提案してみる（わすれたー）

· 同じ人が講師、となると大変なので　次に参加できる人のなかからやってくれる人を探して少しはやめに来てもらい手話教室を開く。

· テキストとかをどうするか？→相談。

６．今後の運営委員会について

· 11月26日（土）10：00～　中央福祉センター　31会議室

· 12月17日（土）13：30～　県福祉会館　5階スタジオ

· 前半を会議にして後半は子供たちとのクリスマス会にしたい。

· 今年は子ども達が楽しむ行事をなかなか計画、実行できなかったので交流も兼ねて楽しく過ごしたい。
